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委託加工と暫８減税
中国上海の業者に委託加工を次の条件でした場合の暫８減税
（関税暫定措置法第8条による減税）について

設定：FOB神戸95万円＋上海までの運賃・保険料5万円＝CIF上海100万円で生地を輸出し、ジャケットを作らせた。加工賃は50万円＋上海での輸出費用5万円＝FOB上海55万円＋日本までの運賃・保険料5万円＝CIF神戸60万円。ジャケットの関税率9.4％で輸入した。

輸入申告書の書き方：１頁目で、ジャケットの輸入時のインボイス価格のCIF神戸60万円に生地の輸出時のCIF上海100万円を加算評価補正をしてジャケットのCIF価格160万円（100万円+60万円）を計算する。これに関税率9.4％を掛けて本来の関税額を計算する。


次に、別紙で（この別紙には、輸出許可書や日本からの輸出インボイスなどが添付される）輸出時のFOB神戸95万円に1.06という係数（この係数は、日本から出て帰ってくるまでの運賃・保険料・梱包料などのみなし諸経費）を掛け、マーキングシートによる要尺（原料から取れる歩留まりによる生地の余り分だけ減額される、つまり関税がそれだけ取られる）を掛けて減税のためのベースになる価格を計算する。

そのベース価格に関税率9.4％を掛けて減税額を計算し、それを3頁目からの欄の減免税額に持っていくと、本来の関税額から減税された関税額がその欄の関税額欄に出てくる。つまり、関税額欄と減免税額欄の合計額が本来の関税額となる。
輸出時のFOB神戸95万円×1.06×要尺＝減税のためのベース価格





生地の輸出時のインボイス価格：CIF上海100万円


ジャケットの輸入時のインボイス価格：CIF神戸60万円





3頁目からの各欄における関税額欄＋減免税額欄＝本来の関税額





補正後のジャケットのCIF価格160万円×関税率9.4％＝本来の関税額
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